








令）の試訳である。翻訳のテキストには、J. M. Pardessus, Collection de Lois
 































































釈書としては、①Ordonnance de la Marine, Du mois d’Aoust 1681, Commente?e &
Confere?e sur les anciennes Ordonnances, le Droit Romain, & les nouveaux Re?glemens,
1714.（匿名出版）および② Rene?-Josue?Valin,Nouveau Commentaire sur l’Ordonnance
 



























＊ アミロテ（Admiraute?＝Amiraute?）は、国王裁判所（la justice royale）に属する例外
裁判所・専門裁判所の一つといえるが、司法と行政が未分離のアンシャンレジーム期におい
て海事司法と海事行政の双方を担当していた（cf.Philippe Sueur,Histoire du droit public
 




＊＊ ここでは、Huissiers et Sergens をあわせて「役吏」と訳した。これらは廷吏、執達
吏、執行吏などの役割を担ったが、裁判所によっても名称や職務内容が異なっている。本試
訳中では、この訳語を基本としつつ、出現場面にあわせて具体的な訳語をあてた。

























＊ 海事裁判所は、大理石卓裁判所（les tribunaux de la Table de Marbre）の一つに分類さ
れる。本王令で「大理石卓」という場合は、高等法院に付置された海事総裁判所（les
 






















＊ ここまで、原文では、Vice-Admiraux,Lieutenans Generaux,et Chefs d’Escadre;des
 
Capitaines,Lieutenans,Enseignes et Pilotes de nos Vaisseaux,Fre?gates et Blu?lotsと列
挙されている。まず、Capitaines des Vaisseauxは海軍大佐、Capitaines des Fre?gatesは







＊＊ 船具以下の原文は、les Agrez et Apparaux,Armement, Avictuellement et Equipe-
ment,(…)des Vaisseauxである。les Agrez et Apparauxは同義で索具などの船具を意味
する。Armement はこの場合、艤装ではなく武器であり、Equipement には乗組員と艤装
品の双方が含まれている（v.L’auteur anonyme,p.16.）。
























（connoissemens ou polices de chargement）および運送賃・傭船料（fret ou nolis）につい
ては、それぞれ第３編１章（傭船契約）、２章（船荷証券）、３章（運送賃・傭船料）表題の
注を参照。




























等法院の管轄に直接に属する海事裁判所（Sieges d’Admiraute?,ressortissans nu?ement en
 




































































































































































































































































































































































































































































































































＊ 海事王令では船長の用語が統一されておらず、ここでは、Capitaine,Maistre ou Patron
を列挙している（1807年商法典211条も同じ）。また、各条文でも不統一に出現しているが、
いずれも「船長」の一語で訳した。
























































































































































































































＊ 水夫長（Contre-maistre ou Nocher）は、船首から前檣までの指揮を担当し（L’auteur
 
anonyme,p.163.）、船長の不在時にはこれに代わる上級船員である（本章第５条）。かつて






























＊ 原文は、drogues, onguens, medicamensを列挙している。しかし、次条においてこれら
が droguesの一語で表わされており、ここでも特に訳し分けずに医薬品類とした。
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者および兵士に〔金銭など〕何も要求してはならず、かつ、これらの者から何も
受領してはならない。これに違反したときは、その返還を命じ、裁量的罰金を課
する。
第９条［236］ 計画された航海が成就するまで、外科医師はその従事する船舶
を離れてはならない。これに違反したときは、給金を剥奪し、100リーヴルの罰
金および船長に対する同額の賠償金の支払いを課する。
第７章 水 夫
第１条［237］ 水夫は、食料品を積み込み、船舶を艤装し、出航するために、
指定された日および場所に出頭しなければならない。
第２条［238］ ある航海のために雇い入れられた水夫は、航海が成就し、船舶
が埠頭に接岸し、すべての荷揚げが完了するまで、書面による許可を得ることな
く〔船舶を〕離れてはならない。
第３条［239］ 水夫が航海の開始前に書面による許可を得ないで船長を離れた
ときは、その発見の地で逮捕され、すでに受領したものを返還し、および、賃金
または補償を受けることなく、義務を負っていた期間について〔船内労働に〕従
事することを、身体拘束をもって強制される。水夫が航海開始後に離れたとき
は、身体刑によりこれを罰する。
第４条［240］ ただし、目的地の港に船舶が到着し、荷揚げが完了した後に、
船長が帰還をするのではなく、他の地に向かうために船舶を傭船に出しまたは
〔運送品の〕船積みをしたときは、船員は、その雇入契約に別の定めがない限り、
希望により〔船舶を〕離れることができる。
第５条［241］ 船舶の船積みが完了した後は、水夫は船長の許可なく船舶を離
れてはならない。これに違反したときは、100ソル?の罰金を課し、再度であれ
ば身体刑も科する。
第６条［242］ すべての海事従事者および水夫には、船長または食料品の配布
＊ 罰金の表記単位について［038］の注を参照。なお、100ソルは５リーヴル。
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のために使用される分配係の許可を得ることなく、パンおよびその他の食糧を取
ることを禁じる。これに違反したときは、その１月分の賃金を失うものとし、必
要があれば、さらに重い罰を科する。
第７条［243］ 水夫もしくはその他の者が、飲料を流出させ、パンを失わせ、
船舶を浸水させ、または、暴動を煽動し、その結果として航海が破綻したとき、
あるいは船長を打ち、武器を手にしたときは、死刑を科する。
第８条［244］ 見張り中または〔６時間〕当直中に眠った水夫は、15日間これ
を鉄鎖に繫ぐ。眠っている水夫を発見しながら船長への報告を怠った乗組員に
は、100ソルの罰金を課する。
第９条［245］ 交戦時に、船長を遺棄し、または、船舶の防御を放棄した海事
従事者には、身体刑を科する。
第10条［246］ 何人に対しても、王国および王国の支配する領地または国にお
いて、外国〔船舶〕の乗組員として水夫を集めることを禁じる。王国臣民には、
国王の許可を得ずにこれに従事することを禁じる。これに違反したときは、見せ
しめ刑を科する。
第８章 船舶所有者
第１条［247］ 王国臣民は、その資格および身分にかかわらず、船舶を建造さ
せ、または、これを購入し、自身のためにこれを艤装し、他の者に対してこれを
傭船に出し、みずからまたは他者を介して海上商取引を行うことができる。貴族
は、小売販売をするのでなければ、これを理由として貴族身分を失うべき〔卑し
い〕行為を行うものとはみなされない。
第２条［248］ 船舶所有者は船長の行為について責任を負う。ただし、その船
舶および運送賃・傭船料を委付することにより免責される。
第３条［249］ ただし、軍装船舶の所有者は、その船舶上の兵士または乗組員
により海上で行われた犯罪および掠奪については、そのために船舶所有者が保証
人を立てた金額?までしか責任を負わない。船舶所有者が共犯者または加担者で
あるときは、この限りでない。
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第４条［250］ すべての船舶所有者は、船舶について船長が有している持分を、
〔専門〕知識のある者の評価により返還して、船長を解任することができる。
第５条［251］ 船舶所有者の共同の利益に関するすべての事項は、最多数の意
思に従うものとし、当該船舶に最大の持分を有する利害関係人衆の意思を最多数
とみなす。
第６条［252］ 何人も、ある航海の計画について意見が等しく分かれた場合の
ほか、共有船舶の換価処分をその共有組合員に強制することはできない。
第９章 船大工および塡𨻶職人
第１条［253］ 船大工、船舶の塡𨻶職人および穿孔職人の職業は、今後、これ
と異なるすべての規則または条例にかかわらず、同一人によって行うことができ
る。
第２条［254］ 各港において、船大工、塡𨻶職人および穿孔職人の職業に従事
する者は、２人の親方代表を選出するために、毎年集会する。
第３条［255］ 親方代表は、いつでも製作物の検査を行い、船舶の建造、修繕
および塡𨻶〔作業〕について認知した欺瞞、不手際を〔海事〕裁判所に報告す
る。
第４条［256］ ２人またはそれ以上の見習工をもつ者は、収容された子供のあ
る地においては、そのうち１人を救貧院から受け入れなければならない。救貧院
長は、その子供に必要な道具、食料および衣服を提供する。
第５条［257］ 救貧院から受け入れられた見習工は、２年間の見習期間の後、
１年間をその親方の下で、食料以外の給金なしに職人の資格で仕えなければなら
ない。
第６条［258］ 見習工は、見習いに入るために裁判所で宣誓する義務を負わず、
前頁＊ 第３編９章２条［458］を参照（金額を1万5000リーヴルとする）。
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何らの金銭を支払う義務を負わず、また〔親方を招く〕饗宴を行う義務も負わな
い。見習工にこれらを要求することを禁じる。これに違反したときは、裁量的罰
金および４倍額返還の制裁を科する。
第７条［259］ 船舶の修繕を行おうとする者は、他の地の職人を使用すること
ができ、希望すれば、その地の親方代表による製作物の検査を受けさせることが
できる。
第10章 航海船およびその他の海の船舶
第１条［260］ 航海船およびその他の海の船舶はこれらを動産とみなす。〔船舶
は、〕血族取戻権の対象とはならず、いかなる領主権の対象ともならない。
第２条［261］ ただし、すべての船舶は、新たな取得者の名とその危険におい
て航海が行われるまでは、競売によって売却された場合を除き、売主の債務の引
き当てとなる。
第３条［262］ 航海中の船舶の売却が、〔公正証書による場合も、〕?あるいは私
署証書によってなされた場合も、売主の債権者を害することはない。
第４条［263］ すべての船舶は、その建造後ただちに、船大工職の親方代表に
よって積量測定を受ける。親方代表は、船舶の積量について証明書を交付し、こ
れは海事裁判所書記課に登録される。
第５条［264］ 船舶の積量を知り、その容積を決定するために、積荷の場所で
ある船倉の深さを海事トンとしての42立方ピエの割合で計測する。
第６条［265］ すべての海事裁判所の官職者は、毎年12月に、その管轄区域内
のすべての船舶について、その積量、船齢、船種および製造所、ならびに、船舶
所有者の氏名を含む報告書を作成し、これを海軍を所管する国務尚書に送付しな
ければならない。これに違反したときは、停職の制裁を課する。
＊ 本条の文言の問題点につき、Valinの指摘を参照（Tome1,pp.572et s.）。
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